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「
今
日
の
お
話
は
何
か
な
？
」

「
楽
し
み
だ
ね
。」

瞳
を
輝
か
せ
、
木
曜
日
の
朝
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
の
か
た

が
た
が
お
見
え
に
な
る
日
の
朝
の
会
話

で
す
。

本
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

の
中
で
、
保
護
者
や
地
域
の
か
た
が
た

の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
特
に
朝
の
読
み
聞
か
せ
に
は
、

多
く
の
保
護
者
の
ご
協
力
を
得
て
い
ま

す
。
本
離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、

「
読
み
聞
か
せ
」
「
読
書
タ
イ
ム
」
を

通
し
、
ど
の
教
室
か
ら
も
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
本
好
き
な
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
か
た
が
た
を
ご
招
待
し
て
の

「
元
気
集
会
」
も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
３

〜
６
年
生
の
各
ク
ラ
ス
で
工
夫
を
凝
ら

し
た
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
お
店
を
催

し
ま
す
。
１
、
２
年
生
は
、
そ
の
お
店

を
巡
り
な
が
ら
人
と
の
関
わ
り
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。
景
品
を
手
作
り
し
た
り
、

お
店
の
運
営
を
協
力
し
て
行
っ
た
り
と
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

の
役
割
を
果
た
す
姿
を
見
て
、
来
て
く

だ
さ
っ
た
保
護
者
や
地
域
の
か
た
が
た

か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
の
研
究
指
定
を
受
け
３
年
目

の
今
年
度
。
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
き
め
細

や
か
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
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菁莪小学校

菁莪中学校

篠津中学校

白岡東小学校

大山小学校大山小学校

南小学校

南中学校

白岡中学校

西小学校

篠津小学校

白岡高等学校

木曜日の朝の「ボランティアによる
読み聞かせ」

保護者、地域のかたもともに楽しむ
「元気集会」

第１回白岡まつり（平成５年）

写真でよみがえる50年vol. 5

写真でよみがえる50年

写真でよみがえる50年

白岡まつり�

町
制
施
行
50
周
年
に
合
わ
せ
、
町

の
指
定
文
化
財
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
町
内
に
は
県
指
定
文
化
財

１
件
を
含
め
46
件
の
指
定
文
化
財
が

所
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

町
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
町
民
共
通
の
財
産
で
す
。

町
指
定
文
化
財
は
、
国
や
県
の
指

定
文
化
財
と
は
違
い
、
そ
の
文
化
財

の
持
つ
地
域
性
に
価
値
観
を
見
出
し

て
指
定
さ
れ
た
、
い
わ
ば
地
域
な
ら

で
は
の
文
化
遺
産
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

８
月
26
日
∫
〜
31
日
∏

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
日

曜
日
午
後
４
時
30
分
）
入
場

ま
で

会
場

中
央
公
民
館
講
堂

展
示
解
説

８
月
28
日
º
　
午
前
10

時
及
び
午
後
１
時
30
分
か
ら

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

内
線
２
７
２
〜
２
７
４

『
写
真
で
見
る
白
岡
町
の

文
化
財
』
展

町
制
施
行
50
周
年
記
念

芸
術
文
化
振
興
事
業

白岡まつりは、町民のかたが企画し運営を行っている
白岡町最大規模のお祭りです。旧来からの住民と新たな
住民との交流を図り、町を代表する新たなイベントをつ
くるため、それまで別々に開催していた「商工まつり」
「健康まつり」を統一し、平成５年、白岡まつりが誕生
しました。今では、３万人以上のかたでにぎわう祭りに
成長し、白岡夏の風物詩になっています。
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